
電気分解とは 電気エネルギーを用いて酸化還元反応を起こす操作
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電気分解ランキング

条件：Pt or C 電極 水溶液である
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( Cl₂ 、I₂ ）
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Ag⁺＋e⁻ → Ag

Cu²⁺＋2e⁻ → Cu

2H⁺＋2e⁻ → H₂

2OH⁻ 2OH⁻

2H₂O＋2e⁻ → H₂＋2OH⁻

酸性

中性・塩基性

２Cl⁻ → Cl₂ ＋2e⁻

２H₂O → O₂ ＋4H⁺＋４e⁻酸性・中性

塩基性

4OH⁻4OH⁻

4OH⁻ → O₂ ＋2H₂O＋４e⁻



電気分解の計算

(電子のモル)＝ 𝑄(𝐶)

𝐹 𝐶/𝑚𝑜𝑙
＝𝐴(𝐶/𝑠)×𝑡(𝑠)

𝐹 𝐶/𝑚𝑜𝑙

Q : 電気量 F : ファラデー定数 A : アンペア t : 秒数

電気量の単位 クーロン（ C ）

１クーロン（ C ） １アンペア( A ) の電流を１秒間流した時の電気量

ファラデー定数 F ( C / mol ) 電子１molがもつ電気量の大きさ



銅の電解精錬

CuSO₄aq
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陰極 Cu²⁺＋2 e⁻→ Cu

陽極泥

Fe → Fe ²⁺ + 2 e⁻

Zn → Zn²⁺ + 2 e⁻

Cu → Cu²⁺ + 2 e⁻

Pb  → Pb ²⁺ + 2 e⁻

AuやAgなどCuよりもイオン化傾向
が小さい金属は沈殿する

Cuのほかに不純物としてAu, Ag, Zn, Ni, Fe, Pb
などを約１％含む

Ni → Ni ²⁺ + 2 e⁻

Pb ²⁺ + SO₄²⁻→ PbSO₄
（白色沈殿）

Cuよりもイオン化傾向が大きい金属
イオンになって
溶け出す

イオンになっている金属の中でイオン化傾向が
一番小さいCuが陰極に析出する



融解塩電解（溶融塩電解）
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C＋O²⁻→ CO＋2e⁻

C＋2O²⁻→ CO₂＋4e⁻

Al³⁺＋3e⁻→ Al

イオン化傾向がAl以上の金属の単体を得る方法

Al₂O₃の融点は2000℃以上であるが氷晶石Na₃AlF₆と
混ぜて熱すると約1000℃で融解する。

Alの単体を得ることが出来るAl₂O₃を融解塩電解



イオン交換膜法 NaOHの工業的製法

(Cl₂, H₂ )
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陽イオン通れる
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NaOH aq

２Cl⁻ → Cl₂ ＋2e⁻

2H₂O＋2e⁻ → H₂＋2OH⁻

H₂O

Cl⁻

Na+
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Na+

2 Cl⁻ ＋ 2H₂O → Cl₂ ＋ H₂＋ 2OH⁻

2 Na+ 2 Na+

2 NaCl ＋ 2H₂O → Cl₂ ＋ H₂＋ 2NaOH
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